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茨城の春を楽しもう

　

平
成
三
十
一
年
第
一
回
定
例
会
は
、
二
月

二
十
七
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま
で
二
十
七

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
議
員
か
ら
、
天
皇
陛
下
御
即
位

三
十
年
に
際
し
て
の
賀
詞
奉
呈
に
つ
い
て
、

知
事
か
ら
、
茨
城
県
一
般
会
計
予
算
、
消
費

税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
の
改
定
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
な
ど
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
、
茨
城

県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
は
、
保
健
福
祉
医
療
委

員
会
で
の
審
査
を
経
て
、
委
員
か
ら
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

代
表
質
問
は
、
新
し
い
県
総
合
計
画
、
県

北
振
興
、
改
正
出
入
国
管
理
法
を
見
据
え
た

支
援
体
制
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
体
制
の

充
実
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
二
～
三
面
）

一
般
質
問
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
魅
力
を
引
き

出
す
チ
ー
ム
い
ば
ら
き
選
手
団
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
、
県
西
地
域
の
振
興
、
日
本
一
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
環
境
の
構
築
な
ど
の
項
目
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。（
四
～
六
面
）

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
議
案
の
審
査
、

そ
の
他
所
管
事
務
に
関
す
る
質
問
を
行
い
、

県
庁
展
望
ロ
ビ
ー
の
改
修
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
推
進
、
茨
城
県
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
の
改
正
、
農
家
の
所
得
向
上
の
実
現

見
通
し
、
偕
楽
園
の
魅
力
向
上
、
横
断
歩
道

で
の
一
時
停
止
率
向
上
な
ど
が
議
論
さ
れ
ま

し
た
。（
八
～
九
面
）

予
算
特
別
委
員
会
で
は
、
就
学
前
教
育
・

家
庭
教
育
の
推
進
、
移
動
式
オ
ー
ビ
ス
の
導

入
推
進
、
中
高
一
貫
校
の
現
状
と
増
設
の
狙

い
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
七
面
）

今
回
の
定
例
会
で
は
、
予
算
、
条
例
、
人
事
、

報
告
な
ど
の
八
十
七
件
の
議
案
が
可
決
、
同

意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

笠間つつじまつり
期間：4月13日（土）～5月6日（月）
会場：笠間つつじ公園（笠間市笠間616－ 7）
　さまざまな種類のつつじ 8,500株が山一面に植えられており、毎年まつり
の時期になると色鮮やかに咲き誇ります。

茨城県陶芸美術館（笠間市笠間2345　笠間芸術の森公園内）
企画展:「第25回日本陶芸展」平成快挙録 茨城県作家・三連覇
　　　　4月27日（土）～7月7日（日）
　重要無形文化財保持者（人間国宝）の作品を含む計150点の作品により、
現代日本陶芸の最高水準を紹介いたします。

【問い合わせ】笠間観光協会　電話：0296-72-9222 【問い合わせ】茨城県陶芸美術館　電話：0296-70-0011

笠間の陶炎祭（ひまつり）
期間：4月29日（月）～5月5日（日）
会場：笠間芸術の森公園（笠間市笠間2345）
　200軒以上の陶芸家・窯元・地元販売店などが、個性豊かな店作りと
作品でお客様を迎えるという、他に類を見ない陶器の祭典です。

【問い合わせ】笠間焼協同組合　電話：0296-73-0058

第
一
回
定
例
会
の
概
要
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第１回定例会の
主な日程議

員　

知
事
が
県
総
合
計
画
で
目
指

す「
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
と

は
ど
の
よ
う
な
県
で
、
そ
の
時
の
魅

力
度
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
そ
し
て
、
何
を
最
も
大

き
な
課
題
と
捉
え
、
こ
の
四
年
間
で

何
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

知
事　

私
は
、
県
民
が
自
身
の
夢
に

向
か
っ
て
挑
戦
を
続
け
ら
れ
る
こ
と

が
、
日
本
一
幸
せ
な
県
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
将
来
的
に
は
、
本
県
の
魅
力
度

が
高
ま
り
、
国
内
外
か
ら
選
ば
れ
る

茨
城
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
実
現
に
向
け
た
大
き
な
課
題
は
、

急
激
に
変
化
す
る
社
会
へ
の
対
応
で

あ
る
。
こ
の
四
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な

種
を
ま
き
、
挑
戦
し
て
い
く
意
識
を

県
全
体
に
根
付
か
せ
て
い
き
た
い
。

議
員　

新
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
、

知
事
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
・
目
標

を
も
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
予
算
を
編

成
す
る
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
考

え
方
を
も
っ
て
臨
ん
だ
の
か
。

知
事　

時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応

し
、
こ
れ
か
ら
の
茨
城
を
切
り
拓
い

て
い
く
た
め
、
平
成
三
十
年
度
当
初

予
算
で
本
県
を
将
来
に
わ
た
っ
て
発

展
さ
せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に

着
手
し
た
。
新
年
度
は
、
そ
こ
で
ま

い
た
種
か
ら
出
た
芽
を
、
大
き
く
育

て
る
年
と
し
て
位
置
付
け
、
事
業
の

選
択
と
集
中
の
徹
底
を
図
り
、
新
し

い
茨
城
づ
く
り
へ
の
挑
戦
を
加
速
さ

せ
る
こ
と
と
し
た
。

議
員　

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
、
小

中
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い
る
が
、

少
子
化
を
、
逆
に
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
小
規
模
校
の
強
み
を
生
か
し

た
学
校
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
に
小
規
模
を
生
か
し
た

小
中
学
校
づ
く
り
に
向
け
た
希
望
的

挑
戦
を
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

き
め
細
か
な
指
導
が
行
い

や
す
い
こ
と
や
、
地
域
と
の
連
携
を

深
め
や
す
い
な
ど
の
小
規
模
校
の
強

み
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
を
第
一

に
考
え
た
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

指
導
方
法
を
工
夫
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
校
長
会

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
し
て
、

情
報
発
信
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

質
の
高
い
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

ど
ん
な
理
屈
や
事
情
が
あ
ろ

う
と
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
絶
対
許

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
尊
い
、
幼

い
命
を
守
る
た
め
、
虐
待
の
撲
滅
に

向
け
、「
茨
城
県
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
る
条
例
」に
基
づ
き
、ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

四
月
一
日
の
条
例
施
行
を
契

機
に
、
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
独

立
し
て
中
央
児
童
相
談
所
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、各
児
童
相
談
所
に「
子

ど
も
虐
待
対
応
課
」
を
新
設
す
る
。

ま
た
、
児
童
福
祉
司
の
国
基
準
を
超

え
る
配
置
な
ど
体
制
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

虐
待
防
止
の
機
運
醸
成
を
図
る
な
ど
、

虐
待
防
止
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

本
県
の
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
夢
と
希
望
を
与
え
、
本
県
を
含
む

東
日
本
の
真
の
復
興
と
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
長
期
的
な
視
野
で
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
東
北
へ
の
延
伸
に
向
け
、

行
動
を
起
こ
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

本
県
も
含
め
た
太
平
洋
沿
岸

を
北
上
す
る
リ
ニ
ア
鉄
道
が
実
現
さ

れ
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

交
流
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
、
本
県

を
含
む
被
災
地
の
真
の
復
興
と
い
う

観
点
か
ら
も
、
大
変
夢
の
感
じ
ら
れ

る
提
案
で
あ
る
。
実
現
に
は
ど
れ
だ

け
地
元
に
熱
意
が
あ
る
か
が
大
変
重

要
で
あ
り
、
今
後
も
地
元
の
誘
致
活

動
や
機
運
醸
成
を
見
守
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
安
心
の
持
て
る
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
一
元
的
な
支
援
体
制

の
充
実
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
生
か
し
て

の
茨
城
産
業
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
県
づ
く

り
な
ど
も
質
問
）

森田　悦男 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

一括方式

　

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方

式
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し

て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る

方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

県
総
合
計
画

～﹁
新
し
い
茨
城
﹂へ
の
挑
戦
～

小
規
模
小
中
学
校
の
希
望
的
挑
戦

　

本
県
の
人
口
は
、
前
年
比
で
一
万
五
千
人
も
減
少
す
る
と
い
う
非
常

事
態
と
言
え
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、「
活
力
が
あ
り
、

県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
を
つ
く
る
に
は
、
県
内
産
業
を
育
成
・
振

興
す
る
こ
と
で
県
の
財
政
力
を
強
化
し
、
社
会
福
祉
や
教
育
な
ど
を
向

上
さ
せ
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
、
産
業
の
育
成
・
振

興
は
、
本
県
の
浮
沈
を
握
る
最
重
要
政
策
と
言
え
ま
す
。

　

県
議
会
と
し
て
は
、
こ
の
最
重
要
政
策
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
展

開
さ
れ
て
い
く
の
か
注
視
し
、
県
民
の
声
や
地
域
の
実
情
を
執
行
部
に

伝
え
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
本
県
経
済
を
支
え
て
い
る
事
業
者
や
起
業
家
、

新
規
参
入
者
な
ど
に
幅
広
く
行
き
渡
る
よ
う
、
ま
た
、
県
土
の
均
衡
あ

る
発
展
を
目
指
す
た
め
、
県
北
な
ど
特
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
地
域
に
も
効
果
が
及
ぶ
よ
う
適
切
な
提
言
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
県
内
産
業
の
育
成
や
振
興
に
関
す
る
諸
方
策
の
在
り
方
」

に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
「
産
業
の
育
成
・
振
興
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
」
を
三
月
二
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
の
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

﹁
産
業
の
育
成
・
振
興
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
﹂を

設
置
し
ま
し
た

委
員
長　
　

山
岡　
　

恒
夫

副
委
員
長　
　

下
路　

健
次
郎

委　
　

員　
　

海
野　
　
　

透

〃　

  　
　

森
田　
　

悦
男

〃　

  　
　

伊
沢　
　

勝
徳      

〃　

  　
　

石
井　
　

邦
一      

〃　

  　
　

鈴
木　
　

定
幸

〃　

  　
　

岡
田　
　

拓
也

委　
　

員　
　

磯
崎　
　

達
也

〃　

  　
　

齋
藤　
　

英
彰

〃　

  　
　

半
村　
　
　

登

〃　

  　
　

田
村　

け
い
子

〃　

  　
　

沼
田　
　

和
利

〃　

  　
　

山
中　

た
い
子

〃　

  　
　

中
村　

は
や
と

平
成
三
十
一
年
度
予
算
編
成

方
針
と
目
指
す
事
業
推
進

﹁
茨
城
県
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る

条
例
﹂を
生
か
し
て
の
虐
待
撲
滅
推
進

本
県
も
絡
む
東
京
青
森
間

リ
ニ
ア
鉄
道
構
想

ことば ※【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般
質問といいます。

虐待の撲滅に向けた取り組みを

３
月
４
日（
月
）

森も
り
た田

悦え
つ
お男（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

齋さ
い
と
う藤

英ひ
で
あ
き彰（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

３
月
５
日（
火
）

飯い
い
だ田　
　

智と
し
お男（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

高た
か
さ
き崎
　
　

進
す
す
む（
公　
　

明　
　

党
）

●
質
問
者

代表質問※（要旨）

　平成31年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月27日（水）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■３月４日（月）　 本　　会　　議

　　　５日（火） （代表質問・質疑）

■３月６日（水）

　　　７日（木）　 本　　会　　議

　　　８日（金） （一般質問・質疑）

　　　11日（月）

■３月13日（水）　 常 任 委 員 会

　　　14日（木）

■３月18日（月）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月19日（火）　 予算特別委員会

　　　20日（水）

■３月25日（月）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）
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代表質問（要旨）

　

二
月
二
十
七
日
の
本
会
議
で
、
県
の
予
算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算

審
査
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
の
構
成
は
二
十
二
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

予
算
特
別
委
員
会
の
新
人
事

委
員
長　
　

常
井　
　

洋
治

副
委
員
長　
　

鈴
木　
　
　

将

委　
　

員　
　

西
條　
　

昌
良

　

 

〃　

  　
　

細
谷　
　

典
幸

　

 

〃　

  　
　

戸
井
田　

和
之

　

 

〃　

  　
　

舘　
　
　

静
馬

　

 

〃　

  　
　

萩
原　
　
　

勇

　

 

〃　

  　
　

島
田　
　

幸
三 

　

 

〃　

  　
　

加
藤　
　

明
良

　

 

〃　

  　
　

星
田　
　

弘
司

　

 

〃　

  　
　

岡
田　
　

拓
也

委　
　

員　
　

磯
崎　
　

達
也

　

 

〃　

  　
　

金
子　
　

晃
久

　

 

〃　

  　
　

山
野
井　
　

浩

　

 

〃　

  　
　

設
楽　

詠
美
子

　

 

〃　

  　
　

二
川　
　

英
俊

　

 

〃　

  　
　

臼
井　

平
八
郎

　

 

〃　

  　
　

八
島　
　

功
男

　

 

〃　

  　
　

村
田　
　

康
成

　

 

〃　

  　
　

江
尻　
　

加
那

　

 

〃　

  　
　

本
澤　
　
　

徹

　

 

〃　

  　
　

豊
田　
　
　

茂

 

県
北
振
興

議
員　

県
北
振
興
に
特
効
薬
は
な
く
、

「
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
」
を
絶
ち
切
る

た
め
に
は
、
県
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
着
実
に
進
め
て
い
く
し
か
な
い
と

考
え
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
県
北

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

県
北
地
域
が
有
す
る
多
様
な

地
域
資
源
を
生
か
し
、
前
例
に
と
ら

わ
れ
ず
新
し
い
発
想
で
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
取
り
組
み
を
全
庁
一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

こ
の
た
め
「
県
北
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
」
の
各
種
施
策
を
着
実
に
推

進
し
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
県
北

地
域
づ
く
り
に
向
け
、
私
が
先
頭
に

立
っ
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

今
年
十
月
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に

よ
り
、
保
育
需
要
が
高
ま
り
、
待
機

児
童
問
題
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

今
後
、
待
機
児
童
対
策
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

市
町
村
と
の
連
携
を
密
に
し
、

今
後
の
保
育
需
要
の
動
向
を
的
確
に

把
握
し
、
適
切
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
て
い
く
。
こ
の
た
め
、

県
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
保

育
環
境
の
整
備
や
、
総
合
的
な
保
育

人
材
の
確
保
を
推
進
す
る
な
ど
の
施

策
を
効
果
的
に
実
施
し
、
待
機
児
童

の
速
や
か
な
解
消
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

民
間
企
業
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け
て
、

今
後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

働
き
方
改
革
に
関
す
る
民
間

企
業
の
主
体
的
な
取
り
組
み
へ
の
支

援
や
普
及
啓
発
の
ほ
か
、
改
革
に
取

り
組
む
企
業
が
人
材
を
獲
得
し
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

誰
も
が
や
り
が
い
や
充
実
感
を
感
じ

な
が
ら
働
き
、
健
康
で
豊
か
な
生
活

が
で
き
る
「
新
し
い
豊
か
さ
」
の
実

現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国
お
よ
び
県
の
当
初
予

算
、
中
小
企
業
の
人
手
不
足
へ
の
支

援
な
ど
も
質
問
）

議
員　

四
月
の
改
正
出
入
国
管
理
法

施
行
を
見
据
え
、
外
国
人
に
茨
城
を

選
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
処
遇
や
生
活

環
境
、
相
談
体
制
の
充
実
な
ど
受
け

入
れ
体
制
づ
く
り
に
県
全
体
で
支
援

す
べ
き
で
あ
る
。
県
は
「（
仮
称
）

外
国
人
材
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

予
定
だ
が
、
そ
の
体
制
と
支
援
策
は
。

知
事　

セ
ン
タ
ー
に
外
国
人
材
の
就

労
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、

外
国
人
材
の
発
掘
か
ら
県
内
企
業
と

の
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
、
そ
の
後
の
相

談
対
応
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
体
制

を
整
備
す
る
。
ま
た
、
外
国
人
に
対

す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
働
く
場
と
し
て
の
本
県
の

魅
力
を
発
信
す
る
な
ど
、
選
ば
れ
る

茨
城
県
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

農
業
分
野
へ
の
外
国
人
労
働

者
受
け
入
れ
が
始
ま
る
が
、
そ
の
雇

用
形
態
と
県
の
対
応
・
支
援
策
は
。

知
事　

直
接
雇
用
が
原
則
だ
が
、
労

働
者
派
遣
に
よ
る
受
け
入
れ
も
可
能
。

適
正
な
受
け
入
れ
環
境
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
Ｊ
Ａ
な
ど
と
受
け
入
れ
推

進
の
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
関
係

事
業
者
に
対
し
指
導
助
言
を
行
う
な

ど
、
適
正
な
受
け
入
れ
へ
の
環
境
整

備
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

議
員　

人
口
減
少
に
よ
り
地
域
の
活

力
が
失
わ
れ
る
中
、
外
国
籍
の
子
ど

も
た
ち
は
地
域
の
大
切
な
宝
だ
が
、

母
国
語
も
日
本
語
レ
ベ
ル
も
多
様
な

た
め
、
教
育
や
学
校
の
役
割
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
学
校
現
場
で
の
支

援
と
今
後
の
支
援
体
制
強
化
策
は
。

教
育
長　

日
本
語
指
導
教
員
を
配
置

し
、
一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援

充
実
に
努
め
て
い
る
。
二
〇
一
九
年

度
か
ら
各
学
校
に
通
訳
・
翻
訳
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や
日
本
語
指
導
の

専
門
家
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
進
学
ガ

イ
ダ
ン
ス
開
催
や
無
料
翻
訳
ア
プ
リ

の
活
用
な
ど
支
援
体
制
の
強
化
を
図

る
。

（
ほ
か
に
、
Ａ
Ｉ
の
積
極
的
な
利
活

用
に
向
け
た
県
の
取
り
組
み
、
災
害

に
強
い
県
土
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

議
員　

重
複
要
請
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
防
災
ヘ
リ
の
活
用
と
と
も
に
、

栃
木
県
や
福
島
県
と
の
広
域
連
携
エ

リ
ア
の
拡
大
や
埼
玉
県
と
の
連
携
を

進
め
、
運
航
体
制
を
充
実
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

知
事　

今
年
七
月
か
ら
開
始
す
る
防

災
ヘ
リ
の
補
完
的
運
航
の
実
施
に
向

け
て
、
万
全
な
体
制
で
運
航
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
く
。
他
県
と
の
広

域
連
携
範
囲
の
拡
大
は
、
重
複
要
請

の
削
減
な
ど
具
体
的
な
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

本
県
は
全
国
比
で
若
者
の
自

殺
率
が
高
い
。
い
じ
め
や
自
殺
の
小

さ
な
シ
グ
ナ
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
上

で
有
効
な
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
受
け

付
け
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
相
談
の
敷
居
を

低
く
す
る
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
九
年
度
か

ら
、
教
育
庁
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
相
談

窓
口
を
開
設
し
、
実
証
研
究
を
始
め

る
。
ま
た
、
既
に
実
施
し
て
い
る
国

や
他
の
自
治
体
の
実
績
や
改
善
点
な

ど
を
把
握
し
、
効
果
的
な
い
じ
め
・

自
殺
防
止
の
相
談
体
制
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

議
員　

経
済
的
な
負
担
を
気
に
す
る

こ
と
な
く
、
必
要
な
医
療
を
早
期
か

つ
適
切
に
受
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
、茨
城
の
将
来
を
担
う「
人

財
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
。
小
児
医

療
費
助
成
制
度
は
、
十
八
歳
の
外
来

ま
で
拡
充
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

知
事　

小
学
六
年
生
ま
で
と
し
て
い

る
外
来
治
療
の
対
象
を
、
十
八
歳
ま

で
拡
充
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
昨
年

十
月
に
高
校
三
年
生
ま
で
拡
充
し
た

入
院
治
療
の
医
療
費
助
成
の
効
果
を

見
極
め
る
。
そ
の
上
で
、
財
政
見
通

し
や
他
県
の
動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
児
童
虐
待
に
対
す
る
学

校
の
対
応
、
不
妊
治
療
の
支
援
策
な

ど
も
質
問
）

齋藤　英彰 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

一括方式

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水戸市・城里町選出 

一括方式

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常総市・八千代町選出 

一括方式

改
正
出
入
国
管
理
法
※
を

見
据
え
た
支
援
体
制

農
業
分
野
に
お
け
る

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

教
育
現
場
に
お
け
る

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
体
制
の
充
実

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
い
じ
め
・
自
殺

防
止
の
相
談
体
制
の
取
り
組
み

待
機
児
童
対
策

民
間
企
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の

推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充

ことば ※【改正出入国管理法】…新たな在留資格を創設し、外国人労働者の受け入れを拡大する法改正。国は人手不足が深刻な14分野で2019年4月から５年間、約34万人の外国人労働者受
け入れを計画している。

さらなる待機児童対策を

ドクターヘリを補完する防災ヘリの訓練の様子

農作業実習を行う技能実習生
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福
島
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟

五
県
議
会
議
長
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

議
員　

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
る
中
、

健
康
寿
命
延
伸
に
は
要
介
護
状
態
手
前

の
フ
レ
イ
ル
予
防
が
重
要
で
あ
る
。
栄

養
・
口
腔
ケ
ア
な
ど
の
支
援
の
ほ
か
、

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
取
り
組
み

強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

運
動
、
栄
養
の
取
り
組
み
を
通

し
た
フ
レ
イ
ル
予
防
を
進
め
る
ほ
か
、

高
齢
者
が
健
康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し

て
社
会
参
加
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
。

二
○
一
九
年
度
に
は
幅
広
い
世
代
の
県

民
が
活
用
で
き
る
健
康
ア
プ
リ
を
提
供

す
る
な
ど
健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
す
。

議
員　

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の

実
現
の
た
め
に
は
、
地
方
創
生
を
深
化

さ
せ
る
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
が
重

要
で
あ
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
体
制

で
推
進
し
て
い
く
の
か
。

知
事

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
県
総
合
計

画
に
意
識
し
て
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
計

画
の
着
実
な
推
進
の
た
め
新
た
な
推
進

組
織
を
設
置
す
る
。
加
え
て
市
町
村
へ

の
普
及
啓
発
を
進
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ

ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
も
検
討

し
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
。

（
ほ
か
に
、

共
助
社
会

づ
く
り
の

推
進
、
児

童
虐
待
防

止
対
策
な

ど
も
質
問
）

議
員　

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
拠
点
の

整
備
に
よ
り
、
県
西
地
域
は
さ
ら
な
る

飛
躍
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。
県
の

持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
も
期
待
す
る
が
、

県
西
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
所
見
は
。

知
事　

既
に
県
西
地
域
の
市
町
村
で
は
、

国
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
た
特
色
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
県

も
参
考
と
な
る
事
例
な
ど
の
研
究
を
進

め
る
。
ま
た
、
新
総
合
計
画
の
ゾ
ー
ン

ご
と
に
開
催
す
る
意
見
交
換
な
ど
を
通

じ
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

県
西
地
域
の
振
興
に
全
力
で
取
り
組
む
。

議
員　

全
庁
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

全
国
的
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
商
品
づ
く

り
や
県
内
の
農
産
物
加
工
の
推
進
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

農
林
水
産
部
長　

食
品
企
業
や
農
業
者

な
ど
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
、
県
内
食
品
加

工
業
者
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
進

め
、
支
援
機
関
と
共
有
す
る
こ
と
で

マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
、
県
産
農
産
物

の
認
知
度
・
売
り
上
げ
向
上
に
つ
な
が

る
商
品
づ
く
り
や
県
内
加
工
を
推
進
す

る
。

（
ほ
か
に
、
動

物
取
扱
業
者
へ

の
適
正
な
対
応
、

国
道
一
二
五
号

古
河
拡
幅
の
整

備
な
ど
も
質

問
）

田村　けい子 議員
公 　 明 　 党
つ く ば 市 選 出  

一括方式

髙橋　勝則 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出  

一括方式

　

二
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
群
馬
県
高
崎
市
に
お
い
て
、
福
島
・

茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
新
潟
五
県
議
会
議
長
会
が
開
催
さ
れ
、
川
津
隆

議
長
と
福
地
源
一
郎
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
会
議
で
は
、「
議
員
発
議
条
例
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

協
議
が
行
わ
れ
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
議
事
調
査
部
長
か
ら
、

議
員
に
よ
る
政
策
立
案
の
意
義
と
全
国
的
な
状
況
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
た
後
、
各
県
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
川
津
議
長
が
「
茨
城

県
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
条
例
」
や

「
茨
城
県
が
ん
検
診
を
推
進
し
、
が
ん
と

向
き
合
う
た
め
の
県
民
参
療
条
例
」
な
ど

に
つ
い
て
、
上
程
ま
で
の
経
緯
や
取
り
組

み
内
容
、
施
行
後
の
成
果
な
ど
を
発
表
し
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
は
、
群
馬
県
内
外
か
ら
出

荷
さ
れ
た
牛
や
豚
の
解
体
・
加
工
、
卸
売

り
を
行
っ
て
い
る
（
株
）
群
馬
県
食
肉
卸

売
市
場
を
視
察
し
、
高
度
に
衛
生
管
理
さ

れ
た
施
設
に
お
け
る
食
肉
加
工
の
取
り
組

み
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
魅
力
を
引
き
出
す

チ
ー
ム
い
ば
ら
き
選
手
団
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

利
根
町
﹁
桜
づ
つ
み
﹂
を

生
か
し
た
観
光
振
興

県
西
地
域
の
振
興議

員　

タ
ン
デ
ム
自
転
車
走
行
解
禁
を

機
に
、
つ
く
ば
霞
ヶ
浦
り
ん
り
ん
ロ
ー

ド
に
つ
い
て
、
ど
う
日
本
一
の
サ
イ
ク

リ
ン
グ
環
境
の
構
築
に
取
り
組
む
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
る
か
す
み
が
う
ら
市
の
歩
崎
公

園
で
の
試
乗
会
な
ど
を
通
じ
、
サ
イ
ク

リ
ス
ト
や
観
光
客
だ
け
で
な
く
、
視
覚

障
害
者
や
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
へ
も

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
本
県
の
観
光
振
興

や
障
害
の
あ
る
方
々
に
も
や
さ
し
い
県

と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

議
員　

年
度
途
中
で
教
員
の
欠
員
が
生

じ
た
場
合
の
対
応
は
。

教
育
長　

臨
時
的
任
用
職
員
を
希
望
す

る
者
の
情
報
を
県
全
域
に
わ
た
る
デ
ー

タ
バ
ン
ク
化
す
る
こ
と
で
、
年
度
途
中

の
任
用
に
も
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
育
児
休
業
取

得
者
の
代
替
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九

年
度
か
ら
任
期
付
教
職
員
を
任
用
す
る

こ
と
と
し
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く

代
替
者
を
確
保
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

イ
ノ
シ
シ

な
ど
鳥
獣

被
害
対
策
、

霞
ヶ
浦
二

橋
の
整
備

な
ど
も
質

問
）

外塚　　潔 議員
無　　所　　属
かすみがうら市選出

一括方式

教
員
の
機
動
的
な
配
置

農
産
物
の
県
内
加
工
と

販
売
に
向
け
た
取
り
組
み

日
本
一
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
環
境
の

構
築

健
康
長
寿
日
本
一
に
向
け
た

取
り
組
み
強
化

県
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
体
制

議
員　

茨
城
国
体
を
機
に
刷
新
さ
れ
る

選
手
団
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
、
機
能
性
は

も
と
よ
り
デ
ザ
イ
ン
性
も
求
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
県
の
魅
力
や
先
進
性
を
伝

え
る
象
徴
に
も
な
る
と
考
え
る
が
、
ど

の
よ
う
な
方
針
で
作
製
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

選
手
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、機
能
性
・

デ
ザ
イ
ン
性
に
富
ん
だ
も
の
と
し
た
い
。

さ
ら
に
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
て
変

革
を
恐
れ
ず
努
力
す
る
茨
城
の
意
気
込

み
が
、
多
く
の
方
に
伝
わ
る
よ
う
デ
ザ

イ
ン
を
工
夫
し
作
製
し
て
い
く
。

議
員　

春
に
美
し
い
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と

な
る
利
根
町
「
桜
づ
つ
み
」
の
よ
う
に
、

地
域
の
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
こ
と

は
県
全
体
の
魅
力
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
今
後
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

利
根
町
と
連
携
し
て
、

日
本
一
の
桜
の
名
所
を
目
指
す
地
元
活

動
の
発
信
や
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ

の
応
募
の
働
き
掛
け
、
ロ
ケ
候
補
地
と

し
て
の
紹
介
な
ど
に
よ
り
、
知
名
度
向

上
を
図
り
、「
桜
づ
つ
み
」
を
新
た
な

観
光
資
源
と
す

る
こ
と
を
目
指

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
未

活
用
土
地
の
利

用
促
進
、
在
宅

医
療
の
推
進
な

ど
も
質
問
）

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍ケ崎市・利根町選出

一括方式

ことば ※1【フレイル予防】…フレイルとは、加齢による運動機能や認知機能の低下などにより、心身の脆弱性が出現しはじめた、健康と要介護の中間状態を意味する。運動や社会参加、低栄
養の改善といった適切な介入・支援により、フレイル状態の改善や予防が可能とされている。

※2【SDGs】…2015年9月に国連総会で採択された17の目標などからなる行動計画。「誰も置き去りにしない」を基本理念に、国際社会が2030年までに目標達成を目指す。

※2

ことば

SDGsの推進を（17の目標
を表すSDGsバッジ）　

会議に参加する川津議長（左側）と福地副議長
（右側）

県西地域ににぎわいを生み出す
拠点の形成を

複数乗車による公道走行が
解禁されるタンデム自転車

春を迎えた利根町「桜づつみ」

一般質問（要旨）

３
月
６
日（
水
）

萩は
ぎ
わ
ら原　
　
　

勇
い
さ
む

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

髙た
か
は
し橋　
　

勝か
つ
の
り則

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

外と
つ
か塚　
　
　

潔
き
よ
し

　
　
　
（
無　
　

所　
　

属
）

３
月
７
日（
木
）

田た
む
ら村　

け
い
子こ

　
　
　
（
公　
　

明　
　

党
）

中な
か
む
ら村　
　
　

修
お
さ
む

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ　
　

　
　
　
（
日
本
共
産
党
）

３
月
８
日（
金
）

星ほ
し
だ田　
　

弘こ
う
じ司

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

二ふ
た
か
わ川　
　

英ひ
で
と
し俊

　
　
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

水み
ず
が
き柿　
　

一か
ず
と
し俊

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
11
日（
月
）

岡お
か
だ田　
　

拓た
く
や也

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

川か
わ
ぐ
ち口　
　

政ま
さ
や弥

　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

舘た
ち　
　
　

静し
ず
ま馬

　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者
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一般質問（要旨）
議
員　

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、
本
年
四
月
か
ら
入
院
病
床
を
減

ら
す
な
ど
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

厚
生
連
に
対
し
医
療
体
制
の
縮
小
・

廃
止
の
見
直
し
を
、
筑
波
大
学
附
属
病

院
に
対
し
医
師
派
遣
の
引
き
上
げ
の
撤

回
を
要
請
す
べ
き
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

厚
生
連
に
お
け
る
関
係
市
や
地

元
医
療
機
関
な
ど
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

地
域
の
医
療
機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

調
整
を
図
る
。
筑
波
大
学
附
属
病
院
に

は
、
鹿
行
地
域
で
の
医
療
提
供
体
制
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

い
じ
め
防
止
対
策
は
早
期
発
見

と
未
然
防
止
に
尽
き
る
と
考
え
る
。
学

校
現
場
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な

さ
れ
、
新
た
に
作
成
し
た
「
い
じ
め
の

重
大
事
態
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

学
校
で
は
互
い
を
大
切
に
思

う
人
間
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
む
ほ
か
、

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
活
用
し
た
授

業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
取
手
市
の
事

案
で
課
題
と
な
っ
た
県
と
市
の
連
携
強

化
な
ど
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
盛
り
込
み
、

関
係
者
に
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

先
般
開
催
さ
れ
た
新
規
制
基
準

適
合
性
審
査
の
説
明
会
で
、
原
子
力
規

制
庁
は
無
責
任
な
回
答
を
繰
り
返
し
た
。

質
問
も
打
ち
切
ら
れ
、
と
て
も
県
民
の

意
見
を
聞
い
た
と
は
言
え
な
い
が
、
今

回
の
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
る
の
か
。

知
事　

参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
、
意

見
が
出
さ
れ
、
関
心
の
高
さ
を
改
め
て

実
感
し
た
。
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
県

原
子
力
安
全
対
策
委
員
会
の
審
議
に
反

映
し
、
安
全
対

策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
国

民
健
康
保
険
税

の
引
き
下
げ
、

県
営
住
宅
条
例

の
見
直
し
な
ど

も
質
問
）

議
員　

県
立
消
防
学
校
は
消
防
職
団
員

の
育
成
だ
け
で
な
く
、
防
災
拠
点
と
し

て
も
整
備
が
必
要
だ
が
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
建
て
替
え
を
含
め
た
今
後

の
在
り
方
を
、
ど
の
よ
う
に
構
想
し
、

実
現
さ
せ
て
い
く
の
か
。

知
事　

県
保
有
公
共
施
設
は
、
原
則
、

目
標
使
用
年
数
を
八
十
年
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
長
寿
命
化
を
基
本
に
改
修
し

つ
つ
、
教
育
訓
練
施
設
と
防
災
拠
点
と

し
て
今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
イ

バ
ラ
キ
セ
ン
ス

に
よ
る
魅
力
発

信
、
高
等
学
校

を
核
と
し
た

小
・
中
学
校
と

の
連
携
な
ど
も

質
問
）

議
員　

骨
髄
移
植
な
ど
の
医
療
行
為
に

よ
り
こ
れ
ま
で
の
予
防
接
種
で
獲
得
し

た
免
疫
が
失
わ
れ
、
医
師
の
判
断
に
よ

り
再
度
予
防
接
種
を
受
け
る
方
に
対
し
、

そ
の
費
用
の
助
成
制
度
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

保
健
福
祉
部
長　

医
学
的
リ
ス
ク
の
少

な
く
な
い
方
へ
の
接
種
と
な
る
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
、
制
度
化
に
は
相
当

の
慎
重
さ
を
要
す
る
と
考
え
る
。
一
方
、

再
接
種
の
助
成
制
度
を
始
め
た
市
町
村

の
考
え
方
や
、
国
の
動
向
な
ど
に
つ
い

て
、
市
町
村
と
の
情
報
共
有
を
図
る
。

議
員　

本
県
は
宇
宙
開
発
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
強
み
を
生

か
し
、
将
来
有
望
な
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の

支
援
に
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

昨
年
八
月
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
、
機
運
醸
成
か
ら
財
政
支
援

ま
で
総
合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
二
○
一
九
年
度
は
、
都
内
で
マ
ッ

チ
ン
グ
を
開
催
す
る
な
ど
、
参
入
促
進

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
進
め
る
。
ま

た
、
四
月
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組

織
し
、
財
政
支
援
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、

宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
を
促
進
す
る
。

議
員　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
必
修

化
に
当
た
り
、
教
員
の
指
導
力
向
上
と

と
も
に
、
学
校
や
教
員
に
よ
り
格
差
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
。
ま
た
、

外
部
講
師
の
協
力
な
ど
、
よ
り
高
度
で

充
実
し
た
教
育
を
全
県
的
に
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

外
部
専
門
家
の
協
力
を
得
た

授
業
づ
く
り
や
映
像
教
材
の
作
成
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
配
信
な
ど
に
取
り
組
む
。

企
業
や
大
学
と
の
連
携
を
深
め
、
専
門

性
を
有
す
る
人

材
の
確
保
に
努

め
る
。

（
ほ
か
に
、
生

活
排
水
対
策
、

上
下
水
道
の
広

域
化
・
共
同
化

な
ど
も
質
問
）

議
員　

が
ん
対
策
に
は
、
検
診
や
精
密

検
査
の
受
診
率
向
上
が
重
要
。
ま
た
、

ウ
ィ
ッ
グ
な
ど
の
購
入
費
助
成
事
業
は

さ
ら
な
る
充
実
が
必
要
と
考
え
る
が
、

総
合
が
ん
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

検
診
は
、
引
き
続
き

普
及
啓
発
に
よ
る
理
解
促
進
に
努
め
、

精
密
検
査
は
、
目
標
の
受
診
率
九
十
％

に
向
け
対
策
を
強
化
す
る
。
ウ
ィ
ッ
グ

な
ど
の
購
入
費
助
成
を
拡
充
し
、
妊
よ

う
性
の
温
存
は
、
対
策
を
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
Ｇ

２
０
大
臣
会
合

の
開
催
を
通
じ

た
茨
城
の
発
信
、

タ
ン
デ
ム
自
転

車
の
公
道
走
行

な
ど
も
質
問
）

中村　　修 議員
いばらき自民党
取 手 市 選 出

一括方式

星田　弘司 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

分割方式

山中　たい子 議員
日 本 共 産 党
つくば市選出 

一括方式

二川　英俊 議員
県民フォーラム
ひたちなか市選出 

一括方式

い
じ
め
防
止
対
策

茨
城
の
宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の

今
後
の
展
開
と
可
能
性

特
別
な
事
情
に
よ
る

予
防
接
種
の
再
接
種
費
用
助
成

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

県
立
消
防
学
校
の
在
り
方

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
の

医
療
体
制

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

総
合
が
ん
対
策

　

県
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
や
意
見
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
と

し
て
、
請
願
や
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
の
紹
介
の
あ
る
も
の
を
「
請
願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」

と
い
い
ま
す
。

　

請
願
は
、
委
員
会
で
の
審
査
の
の
ち
、
本
会
議
に
お
い
て
採
否

を
決
定
し
ま
す
。
採
択
と
な
っ
た
も
の
で
執
行
機
関
に
お
い
て
処

理
す
る
こ
と
が
適
当
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
知
事
な
ど
に

送
付
し
、
処
理
の
経
過
お
よ
び
結
果
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
で
の
採
否
の
結
果
（
委
員
会
で
の
審
査
で
継
続

審
査
に
な
っ
た
場
合
を
含
む
。）
に
つ
い
て
は
、
請
願
者
（
請
願

者
が
複
数
の
場
合
は
代
表
者
）
に
通
知
し
ま
す
。

　

陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
参
考
送
付
さ
れ
議
案
な
ど
の
審
査

の
際
の
参
考
に
供
さ
れ
ま
す
が
、
本
会
議
に
お
い
て
採
否
は
決
定

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
議
会
事
務
局
議
事
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
：
電
話　

〇
二
九
―

三
〇
一
―

五
六
三
四
）

請
願
・
陳
情
と
は

੥
）ئ
௠
情
）の
ओ
な
ྲྀ
れ

੥
ئ
ॻ
の
提
出

෇

　
　ୗ

本
会
議
へ
৹
ࠪ
݁
Ռ
報
告

本
会
議
で
৹
議
・
࠾
決

ࣥ
ߦ
機
関
へ
ૹ
෇

（
ॲ
理
の
ܦ
ա
お
よ
ͼ

݁
Ռ
報
告
を
要
ٻ
）

੥
ئ
者（
代
表
者
）に

৹
議
݁
Ռ
を
通
知

࠾
୒

ෆ
࠾
୒

議
長（
議
会
事
຿
ہ
）が
受
理
・
จ
ॻ
表（
一
ཡ
表
࡞（
成

௠
情
ॻ
の
提
出

参
考
ૹ
෇

委

　
　
　員

　
　
　会

ことば ※1【スクールロイヤー】…いじめの予防教育や学校における法的相談への対応等を行う弁護士。
※2【厚生連】…茨城県厚生農業協同組合連合会（JA茨城厚生連）の略称。土浦協同病院なめがた地域医療センターの運営主体。
※3【コンソーシアム】…複数の団体や企業が集まり結成され、共通の目標を持って共同の事業などを行う組織。

ことば ※4【妊よう性の温存】…将来子どもが持てるよう、治療の前に卵子や精子を凍結保存すること。

「宇宙といえば茨城」という創造
拠点の形成を（JAXA提供）

鹿行地域の医療で重要な役割を担う
なめがた地域医療センター 県立消防学校（茨城町）

民間企業の協力を得たプログラミング
教育教員研修の様子



いばらき県議会だより No.2072019年（平成31年）4月28日（日曜日） 6

議
員　

本
県
で
は
、
釣
り
が
観
光
資
源

と
し
て
十
分
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

と
感
じ
る
。
漁
業
者
に
配
慮
し
た
マ

ナ
ー
の
啓
発
と
併
せ
、フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・

レ
ジ
ャ
ー
振
興
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
考
え
る
が
、
ど
う
進
め
る
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

新
た
な
釣
り
客
獲
得

や
観
光
周
遊
に
向
け
、
釣
り
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
、
食
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
情
報
提
供
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、

釣
り
の
マ
ナ
ー
・
ル
ー
ル
の
啓
発
も
重

要
で
あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
の
効
果
的
な
情
報
周
知
に
も
努
め
る
。

議
員　

今
後
の
野
菜
生
産
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
高
度
環
境
制
御
な
ど
、

少
な
い
労
力
で
高
い
生
産
性
を
実
現
す

る
「
次
世
代
施
設
園
芸
」
の
取
り
組
み

に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

県
内
約
五
カ
所
に
高

度
環
境
制
御
装
置
を
導
入
し
た
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
デ
ー
タ
の
収
集
と

分
析
に
基
づ
き
、
技
術
指
導
な
ど
に
取

り
組
む
。
ま
た
、
自
ら
ハ
ウ
ス
整
備
に

取
り
組
む
農
業
者
に
対
し
、
国
の
交
付

金
を
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

近
年
の
教
員
志
願
者
数
低
下
は

教
員
確
保
緊
急
事
態
と
も
言
え
る
。
中

高
生
か
ら
、
教
え
る
こ
と
や
教
職
の
魅

力
に
気
付
く
取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
に
、
何
よ
り
、

教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
育

む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
人
に
教
え
る
体
験
を
よ
り
多
く

提
供
し
、
教
え
る
楽
し
さ
や
教
員
の
魅

力
を
伝
え
、
教
員
確
保
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
包

括
的
な
里
親
養

育
支
援
の
在
り

方
、
横
断
歩
道

で
の
歩
行
者
優

先
意
識
の
認
知

向
上
な
ど
も
質

問
）

議
員　

教
員
が
日
々
の
事
務
的
業
務
に

追
わ
れ
、
本
来
業
務
が
で
き
な
い
の
で

は
と
懸
念
す
る
。
事
務
的
業
務
を
行
う

外
部
人
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
教
員

の
負
担
を
軽
減
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
、
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

モ
デ
ル
校
を
指
定
し
、
業
務

の
集
約
化
や
定
型
化
、
外
部
委
託
な
ど

の
実
証
研
究
を
進
め
、
必
要
な
環
境
整

備
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
国
補
事
業
を

活
用
し
た
外
部
人
材
の
活
用
を
検
討
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の

活
用
、
儲
か

る
農
業
の
実

現
な
ど
も
質

問
）

議
員　

偕
楽
園
の
有
料
化
な
ど
に
当

た
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
案
が
あ
る
中

で
、
知
事
が
き
ち
ん
と
最
終
判
断
す
れ

ば
よ
い
。
た
だ
県
が
一
方
的
に
決
め
る

の
で
は
な
く
、
偕
楽
園
公
園
魅
力
向
上

懇
談
会
を
開
催
し
、
市
民
県
民
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
柔
軟
な
姿
勢
で
臨
ん

で
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

偕
楽
園
の
有
料
化
と
魅
力
向
上

策
に
つ
い
て
、
今
後
、
魅
力
向
上
懇
談

会
も
含
め
て
幅
広
い
方
々
か
ら
し
っ
か

り
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
中
身
を
詰
め

て
い
き
た
い
。

議
員　

常
磐
線
メ
ト
ロ
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー

ン
※
の
振
興
を
図
る
上
で
、
常
磐
線
の

戦
略
的
な
活
用
は
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

こ
の
地
域
の
振
興
の
考
え
方
は
。

政
策
企
画
部
長　

常
磐
線
の
充
実
や
利

便
性
の
向
上
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

へ
の
要
望
や
利
用
促
進
活
動
な
ど
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。
ま
た
、
市
町

村
と
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
本
地

域
が
有
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、

都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
地
域
と
し
て
一
層
発
展
す
る
よ
う
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
取
り
組
む
。

議
員　

本
県
の
観
光
振
興
を
図
る
上
で
、

県
産
食
材
を
一
定
割
合
以
上
使
用
し
て

い
る
店
が
登
録
さ
れ
た
グ
ル
メ
サ
イ
ト

の
立
ち
上
げ
を
提
案
す
る
が
、
所
見
は
。

営
業
戦
略
部
長　

民
間
の
飲
食
店
検
索

サ
イ
ト
と
「
観
光
い
ば
ら
き
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
の
リ
ン
ク
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
県
内
の
飲
食
店
な
ど
に
対
し
、

検
索
サ
イ
ト
の
基
本
情
報
に
、
使
用
し

て
い
る
県
産
食
材
の
情
報
を
盛
り
込
ん

で
も
ら
え
る
よ

う
働
き
掛
け
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
こ
れ

か
ら
の
医
師
確

保
対
策
、
特
別

支
援
教
育
の
新

た
な
体
制
づ
く

り
な
ど
も
質
問
）

議
員　

中
高
一
貫
教
育
校
の
十
校
設
置

の
政
策
に
つ
い
て
、
科
学
的
根
拠
や
費

用
対
効
果
の
視
点
で
の
検
証
内
容
は
。

教
育
長　

通
学
実
態
を
基
に
県
内
を
十

二
エ
リ
ア
に
分
け
、
中
高
一
貫
教
育
校

が
地
域
で
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
各
エ
リ
ア
に
設
置

す
る
こ
と
と
し
た
。
地
域
内
の
交
流
の

活
発
化
や
教
育
の
幅
の
広
が
り
な
ど
が

期
待
で
き
る
た
め
、
費
用
に
対
す
る
効

果
は
十
分
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
、

処
遇
改
善
を

通
じ
た
保
育

士
の
確
保
・

定
着
の
推
進
、

中
小
企
業
の

活
性
化
な
ど

も
質
問
）

水柿　一俊 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出

一括方式

常
磐
線
メ
ト
ロ
フ
ロ
ン
ト
ゾ
ー
ン
の

地
域
振
興
の
考
え
方

偕
楽
園
の
有
料
化
と
魅
力
向
上

公
立
中
高
一
貫
教
育
の
在
り
方

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高萩市・北茨城市選出

一括方式

舘　　静馬 議員
いばらき自民党
水戸市・城里町選出

分割方式

﹁
食
﹂
を
メ
イ
ン
と
し
た
観
光
振
興

教
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
た

外
部
人
材
の
活
用

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
・
レ
ジ
ャ
ー
振
興

教
員
確
保
の
推
進

次
世
代
施
設
園
芸
の
推
進

ことば ※【常磐線メトロフロントゾーン】…新たな県総合計画に基づく地域区分の一つで、主に取手市から石岡市までの常磐線沿線のエリア。

　

近
年
、
社
会
全
体
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
展
し
て
お
り
、
県
議

会
に
お
い
て
も
、
議
会
審
議
の
充
実
や
議
会
運
営
の
効
率
化
・

活
性
化
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た

め
、
三
月
二
十
五
日
の
本
会
議
で
、
議
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
「
茨
城
県
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
の
構
成
は
十
二
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

　

茨
城
国
体
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
が
迫
る

中
、
県
議
会
と
し
て
も
自
ら
率
先
し
て
、
両
大
会
の
成
功
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
会
で
の
協
議
な
ど
の
場
と
し
て
、
三
月
二
十
五
日
の
本
会

議
で
、
議
長
を

会
長
と
し
、
全

議
員
を
構
成
員

と
す
る「
国
体
・

障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
推
進
協

議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

﹁
茨
城
県
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
会
議
﹂を

設
置
し
ま
し
た

﹁
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　

推
進
協
議
会
﹂
を
設
置
し
ま
し
た

座　

長　
　

白
田　
　

信
夫

座
長
代
理　
　

田
口　
　

伸
一

委　
　

員　
　

葉
梨　
　
　

衛

〃　

  　
　

小
川　
　

一
成

〃　

  　
　

西
野　
　
　

一      

〃　

  　
　

安
藤　

真
理
子      

委　
　

員　
　

二
川　
　

英
俊

〃　

  　
　

川
口　
　

政
弥

〃　

  　
　

八
島　
　

功
男

〃　

  　
　

坂
本　
　

隆
司

〃　

  　
　

江
尻　
　

加
那

〃　

  　
　

外
塚　
　
　

潔

常磐線の戦略的な活用を

那珂川における釣り風景
高度環境制御施設での研修の
様子

観梅客でにぎわう偕楽園

一般質問（要旨）
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加
藤
明
良
委
員
（
自
民
）　

就
学
前
教
育
・

家
庭
教
育
に
つ
い
て
、
議
員
提
案
に
よ
る
条

例
制
定
か
ら
二
年
間
の
取
り
組
み
で
、
そ
の

重
要
性
が
徐
々
に
浸
透
し
て
き
た
。
今
は
、

足
場
を
固
め
る
時
期
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま

で
の
成
果
の
評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

県
で
は
、
市
町
村
が
家
庭
を
個
別

訪
問
す
る
取
り
組
み
を
支
援
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
た
家
庭
の
約
七
割
で
改
善
が

見
ら
れ
る
な
ど
、
取
り
組
み
の
成
果
が
着
実

に
広
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
社
会
教
育
の

専
門
家
で
あ
る
社
会
教
育
主
事
を
中
心
に
市

町
村
と
き
め
細
か
に
連
携
し
、
啓
発
や
ノ
ウ

ハ
ウ
の
伝
達
を
通
じ
て
、
就
学
前
教
育
・
家

庭
教
育
の
重
要
性
を
広
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
向
け
た

い
ば
ら
き
デ
ザ
イ
ン
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
活
用

推
進
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ 

Ｗ
ⅰ

-

Ｆ
ⅰ
の
整
備
な
ど
も
質
問
）

設
楽
詠
美
子
委
員
（
県
民
）　

通
学
路
や
生

活
道
路
で
の
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
取
り
締
ま
る

た
め
に
、
移
動
式
オ
ー
ビ
ス
の
導
入
は
効

果
的
と
考
え
る
。
本
県
で
も
早
急
に
導
入
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

警
察
本
部
長　

導
入
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、
取
り
締
ま
り
場
所
の
制
約
が
少
な

く
な
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
締
ま
り
を
行
う
こ

と
が
比
較
的
困
難
で
あ
っ
た
生
活
道
路
や
通

学
路
で
も
実
施
が
可
能
に
な
る
こ
と
や
、
取

り
締
ま
り
の
場
所
を
必
要
に
応
じ
て
臨
機
応

変
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
速
度

抑
止
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
今
後
、
他
県
で
の
運
用
実
態
も
踏
ま
え

つ
つ
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
准
看
護
師
養
成
所
の
継
続
支
援
、

県
立
高
校
へ
の
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
導
入

な
ど
も
質
問
）

金
子
晃
久
委
員
（
自
民
）　

中
高
一
貫
校
増

設
の
狙
い
は
。
ま
た
、
地
域
の
学
校
と
の
共

存
は
ど
の
よ
う
に
考
え
、
地
域
の
中
で
の
学

び
は
具
体
的
に
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
。

成
果
の
検
証
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

教
育
長　

既
設
の
中
高
一
貫
校
で
、
課
題
解

決
能
力
の
育
成
な
ど
に
優
れ
た
実
績
が
出
て

い
る
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
の

中
核
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
設
置
を
進
め

て
い
く
。
地
元
の
中
学
校
と
の
連
携
の
在
り

方
な
ど
は
開
設
準
備
委
員
会
で
検
討
し
て
い

く
。
地
域
で
の
学
び
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体

と
連
携
し
て
学
校
で
は
で
き
な
い
体
験
・
活

動
に
取
り
組
む
。
成
果
は
出
口
だ
け
で
な
く
、

授
業
手
法
が
ど
れ
だ
け
良
い
影
響
を
子
ど
も

に
与
え
る
か
の
検
証
も
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
部
活
動
の
在
り
方
、
県
立
高
等

学
校
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
も
質
問
）

八
島
功
男
委
員
（
公
明
）　

提
出
さ
れ
た
霞

ケ
浦
水
質
保
全
条
例
改
正
案
は
、
行
政
指
導

の
限
界
を
行
政
処
分
の
追
加
で
補
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
流
域
の
小
規
模
事
業
者
へ

の
規
制
強
化
の
背
景
と
目
的
は
。
霞
ケ
浦
水

質
浄
化
に
か
け
る
意
気
込
み
と
併
せ
て
伺
う
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

平
成
十
九
年
の
条
例

改
正
後
、
小
規
模
事
業
所
に
排
水
基
準
遵
守

を
義
務
付
け
、
違
反
者
に
は
行
政
指
導
を
し

て
き
た
。
そ
の
後
の
実
態
調
査
や
環
境
保
全

調
査
特
別
委
員
会
提
言
を
踏
ま
え
、
排
水
基

準
遵
守
の
徹
底
、
流
入
負
荷
量
の
削
減
を
目

的
と
し
て
本
改
正
案
を
提
出
し
た
。
世
界
湖

沼
会
議
の
議
論
や
霞
ケ
浦
宣
言
を
踏
ま
え
、

負
荷
削
減
対
策
を
着
実
に
進
め
、
水
質
改
善

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
本
県
財
政
運
営
、
レ
ン
コ
ン
生

産
の
振
興
と
課
題
な
ど
も
質
問
）

磯
崎
達
也
委
員
（
自
民
）　

茨
城
経
済
ミ
ッ

シ
ョ
ン
や
ロ
シ
ア
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ

り
、
本
県
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
注
目
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
機
を
捉
え
、
富
裕
層
向
け
の
現

地
商
談
会
に
参
加
す
る
な
ど
、
ロ
シ
ア
か
ら

の
誘
客
促
進
を
積
極
的
に
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

営
業
戦
略
部
長　

二
月
に
開
設
し
た
ロ
シ
ア

語
版
の
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
ロ

シ
ア
人
観
光
客
が
好
む
観
光
情
報
を
強
力
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
県
を
周
遊
・
宿

泊
す
る
ツ
ア
ー
造
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
商
談
会
へ
の
出
展
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
輸
出
促
進
に
も
つ
な
が
る
観
光

戦
略
を
練
っ
た
上
で
、
誘
客
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、
農
水
産
物
の
輸
出
拡
大
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
見
据
え
た
県
道
水
戸
那
珂
湊
線

の
整
備
な
ど
も
質
問
）

本
澤
徹
委
員
（
無
所
属
）　

耕
作
放
棄
地
対

策
や
、
田
ん
ぼ
か
ら
畑
へ
の
転
換
を
望
む
農

家
な
ど
へ
の
支
援
に
向
け
、
農
地
中
間
管
理

機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
の
活
用
を
ど
う
進

め
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

二
〇
一
八
年
度
に
創
設
さ

れ
た
当
該
事
業
は
、
対
象
農
地
全
て
を
農
地

中
間
管
理
機
構
に
貸
し
付
け
る
な
ど
、
一

定
の
要
件
の
下
、
農
家
の
費
用
負
担
を
求
め

ず
に
基
盤
整
備
が
可
能
と
な
り
、
耕
作
放
棄

地
対
策
と
し
て
有
効
な
制
度
と
考
え
る
。
県

で
は
、
農
家
や
土
地
改
良
区
な
ど
へ
制
度
の

普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
農
家
か
ら
の

相
談
に
対
応
し
つ
つ
、
地
元
の
合
意
形
成
に

向
け
た
調
整
や
事
業
計
画
の
提
案
を
行
う
な

ど
、
早
期
の
事
業
化
を
進
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
鹿
行
地
域
の
医
療
体
制
、
選
挙

制
度
の
適
切
な
運
用
な
ど
も
質
問
）

山
野
井
浩
委
員
（
自
民
）　

新
学
習
指
導
要

領
に
よ
り
、
小
学
校
で
英
語
が
教
科
化
さ
れ

る
。
世
界
に
通
用
す
る
英
語
が
身
に
付
く
よ

う
、
単
語
や
文
法
を
覚
え
る
だ
け
で
な
く
、

相
手
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ

う
な
教
育
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
英
語
教
育
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
「
聞
く
こ
と
」
「
話

す
こ
と
」
を
中
心
に
、
英
語
に
慣
れ
親
し
み

な
が
ら
学
習
へ
の
動
機
付
け
を
高
め
、
「
読

む
こ
と
」
「
書
く
こ
と
」
を
加
え
総
合
的
に

学
習
を
進
め
て
い
く
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
な
ど
も
活

用
し
、
英
語
の
知
識
や
技
能
の
習
得
を
ゴ
ー

ル
と
せ
ず
、
言
葉
と
し
て
英
語
を
使
っ
て
話

す
体
験
を
通
し
て
、
話
す
喜
び
が
身
に
付
く

よ
う
な
教
育
を
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
都
市
軸
道
路
の
整
備
、
文
化
財

の
保
護
な
ど
も
質
問
）

江
尻
加
那
委
員
（
共
産
）　

県
が
防
災
体
制

を
構
築
す
る
な
ど
と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
、

日
本
原
電
は
本
格
的
に
再
稼
働
を
目
指
す
と

表
明
し
た
。
東
海
第
二
原
発
は
、
大
規
模
地

震
が
多
発
す
る
中
央
構
造
線
の
北
側
と
い
う

リ
ス
ク
の
高
い
場
所
に
立
地
し
て
い
る
が
、

県
原
子
力
安
全
対
策
委
員
会
に
お
け
る
安
全

対
策
の
検
証
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

知
事　

地
震
対
策
で
は
発
電
所
周
辺
の
断
層

な
ど
に
つ
い
て
、
津
波
対
策
で
は
想
定
す
る

津
波
の
規
模
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
原
電
か

ら
説
明
を
聴
取
の
上
、
審
議
し
て
き
た
。
委

員
か
ら
は
数
々
の
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、

先
般
の
住
民
説
明
会
で
の
意
見
な
ど
と
と
も

に
、
今
後
し
っ
か
り
と
審
議
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
東
海
第
二
原
発
を
め
ぐ
る
県
民

意
見
の
聴
取
と
反
映
、
児
童
相
談
・
児
童
虐

待
対
策
な
ど
も
質
問
）

臼
井
平
八
郎
委
員
（
自
県
ク
）　

近
年
、
海

外
の
医
科
大
学
で
学
ぶ
日
本
人
留
学
生
が
東

欧
を
中
心
に
年
々
増
加
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
外
国
か
ら
の
医
師

の
受
け
入
れ
推
進
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

知
事　

昨
年
四
月
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
し
、

国
立
医
科
大
学
関
係
者
や
日
本
人
留
学
生
に

対
し
、
修
学
研
修
資
金
貸
与
制
度
な
ど
を
直

接
Ｐ
Ｒ
し
た
。
今
後
は
こ
の
制
度
の
活
用
を

一
層
促
進
し
、
将
来
県
内
で
勤
務
す
る
医
師

を
一
人
で
も
多
く
確
保
す
る
ほ
か
、
医
療
機

関
と
の
連
携
に
よ
る
受
け
入
れ
体
制
の
一
層

の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
、
外
国
か
ら
の
医

師
の
受
け
入
れ
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

の
成
果
と
二
〇
一
九
年
度
へ
の
意
気
込
み
、

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
誘
致
と
知
事
の
こ
れ

か
ら
の
中
国
に
対
す
る
取
り
組
み
も
質
問
）

舘
静
馬
委
員
（
自
民
）　

昨
年
の
一
般
質
問

に
お
い
て
知
事
は
、
動
物
福
祉
の
理
念
を
堅

持
し
つ
つ
、
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
す
プ

ロ
セ
ス
が
大
事
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
知
事
が
ど
う
い
っ
た
プ
ロ

セ
ス
を
重
要
と
考
え
て
い
る
の
か
、
な
か
な

か
見
え
て
こ
な
い
部
分
も
あ
る
。
知
事
の
思

い
描
く
プ
ロ
セ
ス
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
の
か
、
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

る
が
、
所
見
は
。

知
事　

本
質
的
な
対
策
と
し
て
は
、
動
物
指

導
セ
ン
タ
ー
に
収
容
さ
れ
る
犬
猫
の
頭
数
を

減
ら
す
、
い
わ
ゆ
る
入
口
対
策
を
推
進
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

た
め
の
対
策
を
、
犬
猫
譲
渡
会
を
開
催
し
て

譲
渡
を
推
進
す
る
な
ど
の
出
口
対
策
と
併
せ

て
行
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立
あ
す
な
ろ
の
郷
も
質
問
）

ことば ※1【オービス】…速度違反自動取締装置。　※2【デュアルシステム】…学校等における座学と企業における実習を並行して実施する職業訓練。
※3【茨城経済ミッション】…県が、今年3月に、県産品のロシア輸出促進に向けてモスクワに派遣した県内企業等でつくる訪問団。

お知らせ

月日 曜 議 事 予 定

6 . 6 木 議会運営委員会
本会議（開会、知事提出議案説明）

7 金 休会（議案調査）
8 土
9 日
10 月 休会（議案調査）

11 火 議会運営委員会
本会議（一般質問・質疑）

12 水 本会議（一般質問・質疑）

13 木 本会議（一般質問・質疑、
　　　　議案常任委員会付託）

14 金 休会（委員会審査準備）
15 土
16 日
17 月 休会（常任委員会）
18 火 休会（常任委員会）

19 水 休会（産業の育成・振興に関する
　　　調査特別委員会）

20 木 休会（議事整理）

21 金 議会運営委員会
本会議（委員長報告、採決、閉会）

　次回の、令和元年第2回定例会は、6月6
日から21日までの16日間の会期日程で開
催される予定です。

ことば ※4【農地中間管理機構】…所有者から農地を借受け、まとまった形で意欲ある農業経営体に貸し出すため、農地の中間的受け皿として設置された公的機関。
※5【ALT】…外国語指導助手。小中高校などの英語の授業で教員の補助を行う。

予 算 特 別 委 員 会

３
月
19
日（
火
）　

　

加か
と
う藤　
　

明あ
き
よ
し良
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

設し
だ
ら楽　

詠え

み

こ
美
子
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

金か
ね
こ子　
　

晃て
る
ひ
さ久
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男
（
公　
　

明　
　

党
）

　

磯い
そ
ざ
き崎　
　

達た
つ
や也
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
20
日（
水
）

　

本ほ
ん
ざ
わ澤　
　
　

徹
と
お
る（
無　
　

所　
　

属
）

　

山や
ま
の
い

野
井　
　

浩
ひ
ろ
し（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

江え
じ
り尻　
　

加か

な那
（
日
本
共
産
党
）

　

臼う
す
い井　

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

舘た
ち　
　
　

静し
ず
ま馬
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者
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総務企画委員会

常任委員会の審査から

防災環境産業委員会

保健福祉医療委員会

問　

県
庁
二
十
五
階
の
展
望
ロ

ビ
ー
の
改
修
に
当
た
り
、
ど
の
よ

う
な
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

昼
は
来
庁
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
が
、
待
ち
合
わ
せ
や
打

ち
合
わ
せ
な
ど
、
目
的
や
人
数
に

応
じ
て
利
用
で
き
る
空
間
を
。
夜

は
仕
事
帰
り
の
社
会
人
や
カ
ッ
プ

ル
が
、
大
人
の
雰
囲
気
あ
ふ
れ
る

く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
を
、
そ
れ
ぞ
れ

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
考
え
て
い
る
。

問　

県
庁
内
保
育
所
の
設
置
は
、

働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
先
駆

的
な
取
り
組
み
で
あ
る
が
、
定
員

や
保
育
士
数
の
設
定
の
考
え
方
は
。

答　

定
員
に
つ
い
て
は
、
職
員
へ

の
利
用
希
望
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
最
大
三
十
人
を
確
保
し
て
お

け
ば
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
保
育
士
数
に
つ
い
て

は
、
今
後
開
所
に
向
け
て
行
う
入

所
申
し
込
み
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
保
育
事
業
者
な
ど
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
く
。

問　

県
北
振
興
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策
が

講
じ
ら
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
多

数
の
部
局
が
関
係
し
て
く
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で
プ
ラ

ン
を
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　

県
北
振
興
局
と
各
部
局
で
構

成
す
る
県
北
振
興
推
進
会
議
を
開

催
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
会
議
の

場
を
活
用
し
て
情
報
共
有
を
行
う

と
と
も
に
、
各
施
策
の
効
果
を
検

証
す
る
な
ど
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
し
て
い
く
。

問　

成
田
空
港
で
も
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用

タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
整
備
す
る
な

ど
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
誘
致
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
茨
城

空
港
と
の
取
り
合
い
も
心
配
さ
れ

る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
所
見
は
。

答　

茨
城
空
港
は
北
関
東
の
玄
関

口
と
し
て
、
ま
た
、
成
田
空
港
の

補
完
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
利

便
性
の
高
い
空
港
で
あ
る
。
そ
う

し
た
茨
城
空
港
の
良
さ
を
全
て
ア

ピ
ー
ル
し
て
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
誘
致
に

精
一
杯
努
力
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

の
活
用
、
移
住
の
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
も
質
問
）

問　

本
県
に
来
訪
し
た
観
光
客
か

ら
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

に
対
応
し
て
い
る
店
舗
が
少
な
い

と
の
声
が
あ
る
。
県
内
に
お
い
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
進
ん
で

い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、
そ
の

対
応
は
。

答　

中
小
店
舗
へ
の
導
入
促
進
な

ど
の
た
め
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済

を
活
用
し
た
実
証
事
業
を
水
戸
の

梅
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
実
施
し
た
。

今
後
は
、
決
済
事
業
者
を
含
む
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
導
入
店
舗
と
利
用
者
の
双
方

が
増
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

霞
ヶ
浦
流
域
の
小
規
模
事
業

者
が
排
水
基
準
に
違
反
し
た
場
合

の
規
制
が
、
条
例
改
正
に
よ
り
強

化
さ
れ
る
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

十
分
な
周
知
と
丁
寧
な
対
応
が
必

要
だ
が
、
取
り
組
み
は
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
に
よ
り
、

制
度
の
周
知
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
事
業
者
の
相
談
に
個
別
に
対

応
し
て
い
く
。
ま
た
、
施
設
の
更

新
が
必
要
な
場
合
に
備
え
、
無
利

子
の
融
資
制
度
の
新
規
枠
を
拡
充

し
、
併
せ
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

問　

ア
ク
ア
ワ
ー
ル
ド
大
洗
水
族

館
に
つ
い
て
、
夜
間
も
楽
し
め
る

よ
う
に
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
洗
町
や
周
辺
市
町
村
と
連
携
し
、

入
館
者
の
増
加
な
ど
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
、
対
応
は
。

答　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
年
間

十
万
人
以
上
の
入
館
者
数
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
る
。
大
洗
町
や
地

元
の
商
工
会
、
観
光
協
会
の
ほ
か
、

周
辺
市
町
村
と
も
連
携
し
、
誘
客

促
進
や
宿
泊
需
要
の
拡
大
を
図
る
。

問　

水
害
時
の
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
、
県
は
、
住
民
参
加
に
よ
り

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
二
〇
一
九
年
度

に
終
了
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
継

続
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

答　

水
害
に
対
す
る
自
助
、
共
助

の
意
識
を
高
め
、
地
域
お
よ
び
住

民
の
避
難
力
強
化
を
図
る
た
め
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
外
国
人
材
活
躍
促
進

事
業
の
進
め
方
、
東
海
第
二
発
電

所
の
安
全
対
策
な
ど
も
質
問
）

問　

茨
城
県
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
改
正
案
に
つ
い
て
、
性
的
少

数
者
へ
の
理
解
を
増
進
し
、
差
別

意
識
を
解
消
す
る
と
い
う
改
正
目

的
は
理
解
で
き
る
。
一
方
、
差
別

は
無
理
解
か
ら
生
じ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
ま
ず
は
差
別
に

対
す
る
理
解
の
増
進
に
注
力
す
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答　

理
解
増
進
は
重
要
と
考
え
て

い
る
。
新
年
度
予
算
で
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
優
し
い
県
づ
く
り
事
業
で
計

上
し
て
い
る
啓
発
や
相
談
体
制
整

備
を
優
先
し
な
が
ら
、
当
事
者
の

生
活
上
の
困
難
を
解
消
す
る
施
策

を
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

問　

犬
猫
殺
処
分
頭
数
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
県
が
主
体
的
に
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
犬
猫

の
譲
渡
会
を
、
よ
り
大
々
的
に
行

う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
公
示
し
て
い
な

か
っ
た
犬
猫
の
写
真
も
公
示
す
る

ほ
か
、
収
容
頭
数
を
さ
ら
に
減
ら

す
べ
く
入
口
対
策
に
力
を
入
れ
る
。

問　

医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
の
生

活
実
態
を
踏
ま
え
た
福
祉
施
策
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
茨
城

県
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
体
制
協
議

会
で
検
討
さ
れ
た
主
な
支
援
策
は
。

答　

協
議
会
か
ら
小
児
在
宅
医
療

を
支
え
る
病
院
の
不
足
、
医
療
型

短
期
入
所
施
設
な
ど
の
地
域
偏
在
、

医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
る
保

育
所
の
不
足
と
い
っ
た
意
見
を
い

た
だ
き
、
そ
の
一
部
を
新
年
度
予

算
に
反
映
し
た
。
今
後
も
協
議
会

意
見
を
踏
ま
え
、
医
療
的
ケ
ア
児

と
家
族
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問　

本
県
は
小
児
科
医
師
数
が
全

国
最
下
位
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の

要
因
は
。
ま
た
、
医
師
確
保
に
向

け
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

医
学
部
が
県
内
に
筑
波
大
学

一
校
し
か
な
い
こ
と
が
大
き
な
要

因
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
地
域

枠
医
師
が
増
加
す
る
見
込
み
な
の

で
、
魅
力
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
作
成
と
い
っ
た
後
期
研
修
の
充

実
に
よ
る
専
攻
医
確
保
、
女
性
医

師
の
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
な

ど
の
対
策
を
続
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
待
機
児
童
対
策
、
保

健
所
再
編
対
応
策
な
ど
も
質
問
）

ことば

ことば

※1【PDCAサイクル】…Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Action（改善）の頭文字を取ったもの。計画から改善までを一貫して行い、さらにそれを次の計画、実行に反映しようとする事業手法。
※2【LCC】…Low Cost Carrierの頭文字を取った略称であり、低コストかつ高頻度の運航を行うことで、低運賃の航空サービスを実現する新たなビジネスモデルを採用した航空会社のこと。
※3【キャッシュレス決済】…クレジットカードや電子マネーなどを用いて、現金のやりとりなしで支払いをする決済方法。

※4【QRコード決済】…二次元バーコードであるQRコードをスマートフォンで読み取って、支払いをする決済方法。
※5【マイ・タイムライン】…風水害のときに、個人が避難するために取るべき行動を時系列にまとめたもの。
※6【LGBT】…レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（性同一性障害など）の頭文字をとった単語で、性的少数者の総称の一つ。

新たな活用が期待される県庁２５階の展望ロビー

キャッシュレス決済の実証事業の様子

犬猫殺処分ゼロを目指す啓発ポスター

二
〇
一
九
年
度
以
降
、
継
続
し
て

理
解
増
進
に
努
め
る

茨
城
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
改
正

に
当
た
り
理
解
増
進
が
重
要
で
は

導
入
店
舗
や
利
用
者
の
増
加

に
向
け
て
取
り
組
む

県
庁
展
望
ロ
ビ
ー
の
改
修
に
当
た
り

ど
の
よ
う
な
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か

昼
夜
で
異
な
る
空
間
を
楽
し
め
る

コ
ン
セ
プ
ト
で
考
え
て
い
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進

に
向
け
た
対
応
は
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土木企業委員会

文教警察委員会

営業戦略農林水産委員会
問　

県
総
合
計
画
で
は
、
十
年
後

に
販
売
農
家
一
戸
当
た
り
の
生
産

農
業
所
得
を
千
百
万
円
に
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
実
現

の
見
通
し
は
。

答　

い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

に
よ
り
農
業
者
の
経
営
者
意
識
を

醸
成
す
る
と
と
も
に
、農
地
集
積
・

集
約
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
な

ど
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
さ
ら

に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
や
販
路

開
拓
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

目
標
達
成
を
図
る
。

問　

本
県
は
農
業
県
で
あ
り
、
農

業
教
育
で
も
先
進
県
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
。
い
ば
ら
き
農
業
ア

カ
デ
ミ
ー
の
現
状
や
、
担
い
手
育

成
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
は
年
間

五
千
人
を
超
え
、
当
初
の
目
標
以

上
に
好
評
な
状
況
で
あ
る
。
担
い

手
が
減
少
す
る
中
、農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
よ
る
規
模
拡
大
、
法
人

化
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、
企
業
の

参
入
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

問　

い
ば
ら
き
大
使
は
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

も
っ
と
活
躍
し
て
も
ら
う
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
合
わ
せ
て
見

直
し
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
約
百
八
十
名
を
委
嘱
し

て
お
り
、
県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

タ
レ
ン
ト
の
大
使
は
テ
レ
ビ
な
ど

の
露
出
が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
か

を
含
め
て
、
任
期
の
更
新
時
な
ど

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
実
施
し
た

笠
間
焼
展
覧
会
は
、
陶
芸
家
の
自

信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
笠
間
焼
の
陶
板
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
も
行
え
る
と
良
い
と
思
う
が
、

今
回
の
現
地
で
の
反
応
は
。

答　

一
月
末
か
ら
約
一
カ
月
実
施

し
た
が
、
日
本
の
焼
物
は
人
気
が

あ
り
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
知
事
に

よ
る
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
も
、
非
常

に
興
味
を
持
っ
て
聞
か
れ
て
い
た
。

（
ほ
か
に
、茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
現
状
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取

り
組
み
、
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
の
営

業
戦
略
な
ど
も
質
問
）

問　

偕
楽
園
有
料
化
の
た
め
の
実

証
実
験
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
二

転
三
転
し
て
お
り
、
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。
偕

楽
園
の
魅
力
向
上
と
い
う
目
指
す

方
向
は
同
じ
で
あ
る
。
今
後
の
対

応
を
含
め
、
所
見
は
。

答　

実
験
に
当
た
り
説
明
が
不
足

し
、
混
乱
を
招
い
た
。
今
後
、
実

証
実
験
の
結
果
を
精
査
し
、
有
料

化
の
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い

く
。
併
せ
て
、
丁
寧
な
説
明
を
心

掛
け
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
偕
楽

園
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
。

問　

海
に
面
し
た
茨
城
で
は
、
釣

り
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

べ
き
で
あ
る
。
防
波
堤
な
ど
の
港

湾
施
設
に
、
新
た
な
魚
釣
り
園
の

開
設
を
期
待
す
る
が
、
所
見
は
。

答　

本
県
の
よ
う
に
荒
波
を
受
け

る
防
波
堤
を
魚
釣
り
園
と
し
て
利

用
す
る
場
合
、
相
当
な
安
全
対
策

が
必
要
と
な
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、「
地
元
市
町
村
が
主

体
と
な
っ
て
合
意
形
成
を
図
る
こ

と
が
重
要
」
と
あ
り
、
ま
ず
は
、
地

元
の
機
運
醸
成
が
重
要
と
考
え
る
。

問　

公
共
工
事
の
稼
働
状
況
は
特

定
の
時
期
へ
の
偏
り
が
あ
り
、
人

材
不
足
な
ど
の
一
因
に
な
っ
て
い

る
。
発
注
の
平
準
化
や
適
切
な
工

期
設
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

閑
散
期
と
な
る
第
一
・
四
半

期
の
工
事
稼
働
量
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
の

設
定
や
、
余
裕
期
間
制
度
の
適

用
に
よ
り
平
準
化
に
努
め
る
。
ま

た
、
繰
越
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、

適
正
な
工
期
の
設
定
に
努
め
る
。

問　

県
南
西
工
業
用
水
の
料
金
は
、

他
の
地
域
と
比
較
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。
将
来
的
に
料
金
格
差
を

埋
め
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　

県
南
西
工
業
用
水
は
投
資
効

率
が
悪
く
、
維
持
管
理
費
も
割
高

な
た
め
料
金
が
高
い
。
値
下
げ
に

は
収
入
増
が
必
要
で
あ
り
、
企
業

訪
問
な
ど
に
よ
る
契
約
水
量
の
増

量
、
経
費
削
減
に
よ
る
料
金
の
抑

制
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
用
地
取
得
困
難
箇
所
、

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
基
準
と
今
後

の
対
応
な
ど
も
質
問
）

問　

横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
横
断

時
に
お
け
る
車
両
の
一
時
停
止
は
、

マ
ナ
ー
で
は
な
く
義
務
で
あ
る
。

停
止
率
向
上
に
向
け
運
転
者
へ
の

啓
発
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

交
通
指
導
取
り
締
ま
り
や
、

免
許
更
新
時
な
ど
の
機
会
を
捉
え

た
交
通
安
全
教
育
の
ほ
か
、
関
係

団
体
と
も
連
携
し
、
歩
行
者
保
護

意
識
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

児
童
虐
待
事
案
の
発
生
が
続

く
中
、
県
警
察
に
は
命
を
守
る
対

応
を
願
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
対

応
状
況
は
。

答　

社
会
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ

り
認
知
件
数
、
検
挙
件
数
、
通
告

人
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
平
成

三
十
年
に
開
始
し
た
県
か
ら
県
警

察
へ
の
全
件
情
報
提
供
の
う
ち
、

百
十
一
件
が
児
童
の
生
命
・
身
体

に
重
大
な
危
害
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ

る
情
報
で
あ
っ
た
。
警
察
で
は
必

要
な
捜
査
を
積
極
的
に
行
い
、
検

挙
の
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

問　

公
立
な
ら
で
は
の
中
高
一
貫

校
の
特
色
を
示
す
と
と
も
に
、
保

護
者
目
線
も
大
切
に
し
、
市
町
村

と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
地
元
で
活

躍
す
る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
は
。

答　

保
護
者
の
意
見
に
も
配
慮
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
と

い
っ
た
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
市
町

村
教
育
委
員
会
と
の
連
携
も
図
る

な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
も
大
切

に
し
て
中
高
一
貫
教
育
を
進
め
て

い
く
。

問　

家
庭
の
教
育
力
向
上
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
中
、
就

学
前
教
育
・
家
庭
教
育
推
進
室
を

生
涯
学
習
課
課
内
室
と
す
る
組
織

改
編
は
後
退
感
が
否
め
な
い
。
今

後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

学
校
と
家
庭
・
地
域
を
つ
な

ぐ
社
会
教
育
主
事
と
の
連
携
を
一

層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
型

家
庭
教
育
支
援
事
業
な
ど
の
積
極

的
な
広
報
に
努
め
、
県
民
や
市
町

村
へ
取
り
組
み
を
広
め
て
い
く
。

組
織
体
制
は
今
後
の
取
り
組
み
を

検
証
し
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
警
察
施
設
の
建
て
替

え
、
教
職
員
の
懲
戒
処
分
な
ど
も

質
問
）

ことば ※1【ゼロ債務負担行為】…債務負担行為（例えば複数年にわたる契約の締結のように、将来にわたる債務を負担する行為）のうち、契約初年度の支出はゼロとし、全額を翌年度以降の
支出とするもの。これにより、前年度に契約手続きを済ませて、年度当初から工事の着手が可能になる。

※2【余裕期間制度】…発注者が指定する一定期間内で、受注者が工事開始日を選択できる制度。

いばらき農業アカデミー「先進農業技術講座」の様子

検
討
や
取
り
組
み
を

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く

県
総
合
計
画
に
掲
げ
る
農
家
の

所
得
向
上
の
実
現
見
通
し
は

経
営
者
意
識
の
醸
成
や
生
産
性

向
上
な
ど
に
よ
り
達
成
を
図
る

横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止
率

向
上
へ
の
取
り
組
み
は

歩
行
者
保
護
意
識
の
啓
発
を

図
っ
て
い
く

偕
楽
園
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

今
後
の
対
応
は

偕楽園ライトアップ（光の散歩道）

横断歩道における一時停止率向上の推進を
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を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
地
方
議
会
の
担
う
役
割

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
地

域
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
私
達
は
、「
生
活
者
」「
働

く
者
」
の
立
場
に
立
ち
県
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
共
生
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
地
域
に
根

差
し
た
政
策
の
実
現
と
地
方
分
権
型
社
会
の
構

築
に
向
け
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、「
自
由
」「
共
生
」「
未
来
へ

の
責
任
」
を
掲
げ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
示
し
た

十
の
テ
ー
マ
と
具
体
的
な
政
策
の
実
現
に
向
け
、

行
財
政
改
革
、
労
働
環
境
の
整
備
、
地
域
医
療

の
充
実
、
産
業
の
活
性
化
、
子
育
て
環
境
の
整

備
等
に
地
域
の
声
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
県
民
の
安
心
安
全
、
豊
か
な
生

活
の
実
現
に
会
派
一
丸
と
な
っ
て
県
政
発
展
に

取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
県
民
の

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
の
改
選
に
お
い
て
、
県
民
の
皆

様
の
大
き
な
ご
支
援
を
賜
り
、
新
た
な
仲
間
を

加
え
改
選
前
と
同
様
の
五
名
体
制
で
新
た
な
任

期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
達
は
本
会
議
を

は
じ
め
、
各
委
員
会
に
お
い
て
政
策
要
望
の
実

現
と
県
民
の
負
託
に
応
え
る
活
動
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
格
差
社
会
が
進

展
す
る
今
日
に
お
い
て
地
方
が
安
定
し
た
成
長

茨 城 県 議 会
公明党議員会
代表

公
明
党

県
民
の
目
線
に
立
ち

全
力
で
取
り
組
む

新
し
い
時
代
の

茨
城
づ
く
り
に
決
意

い
ば
ら
き
自
民
党

いばらき自民党
議員会長

葉梨　　衛

齋藤　英彰

生
活
者
・
働
く
者
の

視
点
で
政
策
の
実
現
を

県
民
に
寄
り
添
い

小
さ
な
声
も
政
治
に
反
映

高崎　　進

　

い
ば
ら
き
自
民
党
は
、
昨
年

暮
れ
の
改
選
に
お
い
て
も
絶
対

安
定
多
数
を
維
持
し
ま
し
た
。

県
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

温
か
い
ご
支
持
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
的
な
皇
位
継
承
に
よ
る

「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代

の
幕
開
け
を
前
に
、
所
属
議
員

三
十
八
名
は
改
め
て
県
民
の
負

託
に
応
え
る
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
生
県
議
会
は
先
の
第
一
回

定
例
会
で
本
格
始
動
し
、
大
井

川
知
事
が
「
ま
か
れ
た
種
か
ら

徐
々
に
出
始
め
て
い
る
芽
を
大

き
く
育
て
る
予
算
」
と
強
調
し

た
新
年
度
予
算
案
な
ど
の
審
議

を
通
し
て
、「
新
し
い
茨
城
づ

く
り
」
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、「
重
要
政
策
大

綱
」
の
平
成
三
十
一
年
度
版
で
、

人
口
減
少
が
急
速
に

進
む
中
に
あ
っ
て
、

茨
城
の
輝
か
し
い
未

来
を
実
現
し
て
い
く

た
め
、
県
の
総
力
を

挙
げ
て
地
方
創
生
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、

県
民
の
安
全
安
心
を

確
保
し
て
、
本
県
発
展
に
向
け

た
施
策
の
着
実
な
推
進
を
図
る
、

こ
と
を
第
一
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

  

私
た
ち
に
は
前
期
も
、
四
月

一
日
に
施
行
さ
れ
た
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
る
条
例
な
ど
、
政

策
条
例
七
本
を
制
定
し
た
実
績

が
あ
り
ま
す
。
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
今

期
も
既
に
、
い
じ
め
防
止
に
関

す
る
条
例
案
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
政
策

立
案
機
能
を
大
い
に
発
揮
す
る

な
ど
、
政
務
活
動
の
一
層
の
活

性
化
は
も
と
よ
り
、
二
元
代
表

制
の
下
、
大
井
川
県
政
に
対
し

て
は
是
々
非
々
で
臨
み
、
新
た

な
県
総
合
計
画
が
基
本
理
念
に

掲
げ
る
「
活
力
が
あ
り
、
県
民

が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実
現

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
な
ど
、
県

勢
の
発
展
と
県
民
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
県
民

の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
の
県
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

県
民
の
皆
様
の
大
き
な
ご
支
援
を
賜
り
、
四

人
の
議
席
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
支
持
を
頂
き

ま
し
た
県
民
の
皆
様
に
改
め
て
心
よ
り
厚
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
も
、

身
を
引
き
締
め
、
責
任
の
重
さ
を
か
み
締
め

て
、
議
員
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

  

さ
て
、
我
が
国
は
、
急
速
に
人
口
減
少
や

り
ま
す
。

　

茨
城
県
で
は
、
こ
の
時
代
の
変
化
に
的
確

に
対
応
し
、
未
来
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
「
新
し
い
茨
城
」
づ
く
り
を
県
民
と
と

も
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
三
十
年
度

か
ら
の
県
政
運
営
の
指
針
と
な
る
新
た
な
県

総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
県
総
合
計
画
に
は
、
公
明
党
が
強
調

し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

が
県
政
運
営
の
基
本
理
念
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
に
国
連
サ
ミ
ッ

ト
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」 

社
会
の
実
現
を
目
指

し
、
経
済
、
社
会
及
び
環
境
を
め
ぐ
る
広
範

な
課
題
に
対
し
て
統
合
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

公
明
党
は
、
県
民
に
寄
り
添
い
小
さ
な
声

も
政
治
に
反
映
し
「
住
ん
で
い
る
人
が
日
本

一
幸
せ
な
県
・
い
ば
ら
き
」
づ
く
り
に
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
の
県
議
選
で
は
、
改
選
前
と

同
様
の
四
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

急
速
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

時
代
の
転
換
期
を
迎
え
る
中
、
茨
城
県
が
大

き
く
飛
躍
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
十

年
間
が
極
め
て
重
要
な
期
間
に
な
っ
て
ま
い

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

政
策
を
実
現

新自民クラブ
代表

新
自
民
ク
ラ
ブ

坂本　隆司

名
で
「
新
自
民
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
三
名
の
新
人
議
員
共
に

地
元
で
市
議
会
議
員
を
経
験
し
、
年
齢
も

全
員
四
十
代
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
初
登

庁
以
来
意
見
交
換
す
る
中
で
向
か
う
方
向

が
同
じ
こ
と
が
多
い
こ
と
や
政
治
理
念
が

一
致
す
る
こ
と
も
重
な
り
、
会
派
結
成
に

い
た
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
茨
城
県
に
お
け
る
人
口
減

少
問
題
、
少
子
高
齢
化
問
題
に
迅
速
に
対

応
す
る
た
め
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て

政
策
を
実
現
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。
し
か
し
新
人
議
員
だ
け
で
は

物
事
は
進
み
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

い
ば
ら
き
自
民
党
の
皆
様
に
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
若
さ
と
行
動
力
を
も
っ

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
、
そ
し
て

茨
城
県
が
飛
躍
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
三
名
「
坂
本
隆
司
（
龍
ケ
崎
市
・

利
根
町
選
挙
区
）、
沼
田
和
利
（
牛
久
市
選

挙
区
）、
村
田
康
成
（
神
栖
市
選
挙
区
）」
は
、

昨
年
十
二
月
の
茨
城
県
議
会
議
員
選
挙
に

お
い
て
、
県
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
、
初
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
改
め
て
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
私
た
ち
は
、
い
ば
ら
き
自
民
党
の

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
下
、
新
人
議
員
三

自民県政クラブ
代表

半村　　登

少
子
高
齢
化
、
東
京
圏
へ
の
過
度
な
一
極
集

中
が
進
行
し
て
お
り
、
本
県
に
お
い
て
も
若

者
の
県
外
へ
の
流
出
は
深
刻
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
で
は
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
を
残
し
て

い
く
べ
き
か
を
考
え
、
未
来
へ
の
責
任
を
果

た
す
と
と
も
に
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
を
第

一
に
、
医
師
不
足
問
題
の
解
決
や
介
護
人
材

の
確
保
を
は
じ
め
、
雇
用
対
策
や
農
業
の
生

産
性
向
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
多

文
化
共
生
社
会
の
構
築
、
東
日
本
大
震
災
や

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
な
ど
を
踏
ま
え
た
強

靱
な
県
土
づ
く
り
な
ど
、
県
民
の
目
線
に

立
っ
て
、
力
の
限
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

今
後
と
も
、
県
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
、
会
派
と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

自
民
県
政
ク
ラ
ブ

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

県民フォーラム
代表

各
会
派

基
本
方
針
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今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

 

議
員
提
出

○
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十
年
に
際
し
て
の
賀
詞
奉
呈
に
つ
い
て

 

知
事
提
出

◆
平
成
三
十
一
年
度
当
初
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
平
成
三
十
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算
（
一
件
）

○
特
別
会
計
予
算
（
十
三
件
）

○
企
業
会
計
予
算
（
六
件
）

◆
条
例
の
制
定
・
廃
止

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に

関
す
る
条
例

○
鹿
島
セ
ン
ト
ラ
ル
モ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す

る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
資
金
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
固
定
資
産
評
価
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
水
道
法
に
基
づ
き
専
用
水
道
の
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
茨
城
県
霞
ケ
浦
水
質
保
全
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
十
三
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
公
安
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

◆
そ
の
他

○
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

○
龍
ケ
崎
市
と
利
根
町
と
の
境
界
変
更
に
つ
い
て

○
県
が
行
う
建
設
事
業
等
に
対
す
る
市
町
村
の
負
担
額
に
つ
い
て

○
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て 

ほ
か
十
二
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ

い
て

高校生の議会傍聴を受け入れています

本会議を傍聴するつくば工科高等学校の生徒

　選挙権年齢の引き下げに伴い、主権者教育の重要性が高まっ
ている中、茨城県議会では議会改革の一環として、平成 27 年
第４回定例会以降、全ての定例会で高校生の議会傍聴を受け入
れています。
　教育庁などと連携して行うこうした取り組みは、他の都道府
県に先駆けて始まったものであり、これまでに全国でもトップ
クラスの高校生傍聴者数を記録しています。
　詳細については、県議会事務局議事課（電話：029-301-5634）
にお問い合わせください。

県議会を
傍聴しませんか

　本会議は、県議会議事堂５階の受付で
住所と氏名を記入すると傍聴できますの
で、ぜひお越しください。
　また、児童および乳幼児連れの方は、
県議会議事堂１階の議会PRコーナーと５
階の傍聴者ロビーで本会議の中継をご覧
いただけます。
　なお、授乳室やおむつ替えスペースをご
希望の方には部屋をご用意いたしますの
で、職員にお気軽に声をお掛けください。
　その他、手話通訳や委員会の傍聴など
詳細については、県議会事務局議事課に
お問い合わせください。

電　話　029-301-5634

消
費
税
十
％
中
止
、

原
発
ゼ
ロ
の
茨
城
を

日 本 共 産 党
茨 城 県 議 会
議員団団長

日
本
共
産
党

山中 たい子

体
制
の
存
続
を
求
め
る
二
万
筆
の
住
民
署

名
に
応
え
、
県
は
そ
の
役
割
を
果
た
す
べ

き
で
す
。

　

県
民
世
論
を
反
映
し
、「
原
子
力
安
全

対
策
の
徹
底
」
が
新
た
に
県
政
要
望
に
加

わ
り
ま
し
た
。
こ
の
願
い
に
逆
ら
い
、
日

本
原
電
は
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
を
め

ざ
す
と
表
明
し
ま
し
た
。
大
地
震
が
想
定

さ
れ
る
場
所
に
立
地
し
て
い
る
東
海
第
二

原
発
の
再
稼
働
中
止
・
廃
炉
に
向
け
た
共

同
を
拡
げ
ま
す
。

　

新
年
度
は
企
業
や
ホ
テ
ル
の
誘
致
に
補

助
す
る
他
、
常
陸
那
珂
港
の
建
設
、
八
ッ

場
ダ
ム
や
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
な
ど
ム
ダ
な

公
共
事
業
が
目
白
押
し
で
す
。

　

児
童
相
談
所
・
一
時
保
護
所
の
増
設
や

公
共
交
通
の
拡
充
、
通
学
路
の
整
備
な
ど
、

く
ら
し
・
福
祉
第
一
を
貫
き
ま
す
。
本
県

農
業
を
支
え
る
家
族
農
業
を
柱
に
農
業
の

振
興
を
す
す
め
ま
す
。

　

九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
を
守
り
生
か
す

た
め
に
力
を
つ
く
し
ま
す
。

　

家
計
消
費
も
実
質
賃
金
も
減
る
も
と
で
、

消
費
税
十
％
へ
の
増
税
は
中
止
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

県
が
昨
年
実
施
し
た
「
県
政
世
論
調
査
」

で
は
、「
医
療
体
制
の
充
実
」
が
県
政
要

望
の
ト
ッ
プ
で
す
。「
高
齢
者
の
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
環
境
の
充
実
」

も
強
い
要
望
で
す
。
こ
の
願
い
に
応
え
る

こ
と
が
県
政
の
最
優
先
課
題
で
す
。
な
め

が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
現

お問い合わせ先
いばらき自民党（38名） 県民フォーラム（５名） 自民県政クラブ（４名）

計62名

公明党（４名）

立憲民主党（１名） 無所属（５名）新自民クラブ（３名） 日本共産党（２名）

者
問
質

席席
者
助
補
問
質

田
沼

利
和

造
玉

一
順

髙
安

明
博 本

村

司
修

尻
江

那
加
中
山

子
い
た

藤
遠

実 島
八

男
功

川
二

俊
英
楽
設

子
美
詠藤
齋

彰
英

崎
高

進 村
田

子
い
け

田
白

夫
信
梨
葉

衛

條
西

良
昌
野
海

透
塚
飯

男
秋 谷

細

幸
典

本
坂

司
隆

村
中

と
や
は田

豊

茂

田
飯

男
智

口
川

弥
政

塚
外

潔

髙
橋

則
勝

柿
水

俊
一 川

谷
長

幸
重

子
金

久
晃

井
臼

郎
八
平村

半

登

島
藤

孝
正

澤
本

徹

路
下

郎
次
健 木

鈴

幸
定

木
鈴

将

田
星

司
弘

岡
山

夫
恒

田
森

男
悦

川
小

成
一

井
常

治
洋

津
川

隆
沢
伊

徳
勝

地
福

郎
一
源 井

石

一
邦

舘

馬
静

田
村

成
康

本
塚

也
一

井
野
山

浩
島
谷

司
洋塚

石

人
隼

崎
磯

也
達藤

安

子
理
真田

岡

也
拓口

田

一
伸

村
中

修 田
島

三
幸藤

加

良
明田

井
戸

之
和原

萩

勇
上
村

男
典野

西

一

茨城県議会
議席表

（平成31年
 2月27日現在）
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○次世代技術活用ビジネスイノベーション創出事業
ＩｏＴ・ＡＩなどの新たなテクノロジーを活用

した新ビジネス創出支援　       1億500万円
○つくば創業プラザ分室整備関連事業
ベンチャー企業の創業促進と利便性向上を図る

ためのインキュベーション施設の整備・運営

 9,200万円
○つながる茨城チャレンジフィールドプロジェク
　ト事業
東京圏のフリーランスＩＴ人材などと県内地域

をつなぐプラットフォームの構築 8,800万円
○外国人材活躍促進事業
外国人材を確保するための外国人材支援セン

ター（仮称）の設置 7,500万円
○わくわく茨城生活実現事業
東京圏から本県への移住者に対する移住支援金

の支給 5,100万円
○いばらきグローバルビジネス推進事業
海外販路拡大などにチャレンジする中小企業・

農業者に対する支援 　2億1,500万円
○いばらき農林水産物トップブランド育成事業
本県産梨・豚肉のトップブランド化に向けたＰ

Ｒの強化　 5,500万円
○いばらきオーガニックステップアップ事業
県北地域における大規模有機モデル団地の整備

に対する支援など 1億700万円
○市町村森林整備等バックアップ事業
森林環境譲与税を活用した森林の経営管理を行

う市町村への支援 5,200万円
○ＩＣＴを活用した業務改革推進事業
ＲＰＡ やＡＩ導入による県庁業務の効率化・

省力化の推進　 6,800万円
○庁内保育所設置運営事業
県職員の働き方改革を推進するための庁内保育

所の設置・運営　 7,300万円

○ＩＣＴ活用による医療体制強化支援事業
遠隔治療サポートシステムおよび遠隔画像診断

治療補助システムの導入支援 7,300万円
○県外からの医師確保強化事業
医科大学との新たな協力体制の構築や寄附講座

設置などによる医師の確保　 2億400万円
○地域医療支援センター事業
地域医療支援センターの運営による医師キャリ

アの形成支援など　　 1億1,700万円
○介護人材確保育成事業（チャレンジ・シニア参
　入促進事業分）
介護分野において働く意欲のあるシニア層に対

するＯＪＴ研修の実施　　  2,000万円
○重度心身障害者医療費助成事業（拡充分）
医療費助成の対象に精神障害者保健福祉手帳１

級保持者を新たに追加　 1億2,300万円
○茨城助け合い運動推進事業
地域課題の解決に向けた取り組みを行うＮＰＯ

などに対する支援など 6,100万円
○警察署等建設整備事業
老朽化した太田警察署の移転建て替えに向けた

基本設計など 2,900万円
○防災対策調査・普及啓発等事業
避難用バスなど配車オペレーションシステムの

開発、市町村広域避難計画の策定支援など

 1億2,800万円

○県立高等学校改革プラン推進事業
県立中高一貫教育校10校を設置するために必要

な教室などの整備 6億3,600万円
○図書館魅力向上推進事業
県立図書館のサービス向上のためのネット予約

貸し出しサービスやカフェスペースの整備

　　 3,400万円

○多子世帯保育料軽減事業
第３子以降で３歳未満の子どもの保育料に対す

る軽減措置における所得制限の廃止

　　 5億7,100万円
○施設型給付費負担金
認定こども園などの利用料無償化に係る経費や

運営費の支援など 129億円
○子育て支援施設等利用給付費負担金
認可外保育施設などの利用料無償化に係る経費

の支援など 4億700万円
○児童相談所の運営強化関連事業（茨城県子ども
を虐待から守る条例対応分）
児童相談所への職員配置の増などによる児童虐

待対応体制の強化 3,600万円

○茨城県フラワーパークリニューアル関連事業
フラワーパーク魅力向上計画に基づく観光拠点

としてのリニューアル工事など 1億9,900万円
○県北ニューツーリズム推進事業
県北地域に点在する多様な地域資源をつないだ

新しい滞在・体験型ツーリズムの推進

 1,000万円
○いばらきサイクルツーリズム等推進事業
各地域の特色を最大限に生かしたサイクルツー

リズムの全県的な推進 1,200万円
○県民文化センターコンベンション機能強化事業
県民文化センターの利用率向上や地域活性化のた

めのコンベンション 機能強化 2億9,900万円
○県庁舎維持管理事業（県庁舎展望ロビー改修分）
行政棟展望ロビーのより一層の利活用促進のた

めの改修 6,100万円
○全国都道府県対抗ｅスポーツ選手権大会事業
全国初「都道府県対抗ｅスポーツ大会」の本県

予選会および本大会の開催 4,000万円
○都市間高速バスネットワーク強化事業
水戸・つくば両都市間の交流・連携の活性化に

向けた高速バス増便実証実験 5,800万円
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1兆1,357億1，300万円
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1兆1,357億1，300万円
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34.0％県税
3，864億5，200万円4.6％地方譲与税

518億2，400万円

2.3％

使用料及び手数料
177億1，800万円 1.6％

繰入金
257億5，500万円

0.4％
繰越金
50億円

16.4％地方交付税
1，859億7，000万円

11.5％国庫支出金
1，312億7,800万円

0.8％
分担金及び負担金
88億9,900万円

9.9％

諸収入
853億8，900万円 ɹग़ࡀ

0.5％その他
56億700万円

・労働費
・議会費
・災害復旧費　
・予備費

・地方特例交付金  ・財産収入
・交通安全対策特別交付金  ・寄附金  

3.4％総務費
383億9，600万円

24.2％教育費
2，747億9，100万円

18.6％保健福祉費
2，120億400万円

7.2％

商工費
820億8,000万円

5.5％警察費
621億3，300万円

7.5％

地方消費税清算金
1，130億円

10.4％

県債
1，176億5，100万円

1.0％企画開発費
112億3,900万円 1.0％生活環境費

111億6，000万円
0.6％

その他
67億7,700万円

13.0％公債費
1，475億1,500万円

3.9％農林水産業費
439億4，600万円

11.8％諸支出金
1,336億3,600万円

10.0％土木費
1，132億600万円

主 な 事 業

平成 31 年度一般会計予算※3の内訳

１ 「新しい豊かさ」への
　  チャレンジ

２ 「新しい安心安全」への
　  チャレンジ

３ 「新しい人財育成」への
　  チャレンジ

４ 「新しい夢・希望」への
　  チャレンジ

ことば ※1【RPA】…Robotic Process Automationの略語。ソフトウェアロボットを活用することにより、業務の効率化を目的として、定型的な事務作業を自動化すること。
※2【コンベンション】…学会や産業団体、行政機関等が開催する国際会議などの大規模な会議や人の集まりのこと。
※3【平成31年度一般会計予算】…本号は4月28日発行のため、改元日以降は「令和元年度」となる。




